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公益財団法人大原美術館　第三創業基金事務局
〒710-8575 岡山県倉敷市中央1-1-15
TEL：086-422-0005  FAX：086-427-3677  E-mail：dai3@ohara.or.jp

お問い合わせ先

百年愛された銀行建築を
児島虎次郎館へ再生する
プロジェクト

「百年愛された銀行建築を児島虎次郎館へ再生するプロジェクト」は、
公益財団法人大原美術館 第三創業基金

（古代エジプト・西アジア美術品 研究、保存、展示施設整備事業）の中核事業です。

ご支援のお願い

公益財団法人大原美術館 第三創業基金
（古代エジプト・西アジア美術品 研究、保存、展示施設整備事業）

ご寄付のお手続き
●法人の方は一口30万円より、個人の方は一口3万円より承ります。
●下記の口座にお振込みください。大原美術館事務所での直接払込みも承ります。
　　【口座名義】　公益財団法人大原美術館
　　【口座番号】　中国銀行 倉敷駅前支店 普通預金 2238205
　　　　　　　　みずほ銀行 倉敷支店 普通預金 1101979
　　　　　　　　三井住友銀行 岡山支店 普通預金 6931627
　　　　　　　　ゆうちょ銀行 01330-6-101424
　　　　　　　　※大変恐縮ですが、振込手数料はご負担下さいますようお願いいたします。

ご寄付頂いた方の顕彰
●ご寄付いただいた法人・個人のお名前を大原美術館内に掲示させていただきます。
●児島虎次郎館落成後は、同館内の顕彰銘板にお名前を記させていただきます。

税法上の優遇措置
●公益財団法人への寄付金として、税法上の優遇措置を受けることができます。
　　【法人の場合】　一般寄付金の損金限度額と同額以上が、別枠として損金算入できます。
　　【個人の場合】　次のいずれかの控除を適用することができます。
　　　　　　　　　　①税額控除＝（寄付金額－2,000円）×40%
　　　　　　　　　　②所得控除＝寄付金額－2,000円

企業の周年記念や遺贈など特別なかたちでのご寄付をご希望の場合は、
ご寄付の手続きや顕彰方法について個別にご相談させていただきます。



施設外観イメージ

大原美術館は、児島虎次郎記念館を2017（平成29）年12月をもって閉館いたしました。同館は、
児島虎次郎の描いた絵画作品と、古代エジプト・西アジア美術品を展示するため、明治期に建てられた
倉敷紡績の倉庫をリノベーションし、1978（昭和53）年にオープンしたものです。しかしながら、建物だけ
でなく展示ケースなどの設備も老朽化が進み、貴重な文化財を保存・展示するために相応しい環境を
継続することが困難と判断しました。
その役割を引き継ぐ施設として、中国銀行より寄贈いただいた建物を、総事業費10億円をかけて美術
館施設として再生させようと計画しております。この建物は、大原美術館の創設者である大原孫三郎が
第一合同銀行倉敷支店として建設した由緒あるものです。百年の長きに渡り、地域の人々に愛され、今や
倉敷美観地区の景観の重要な一部となっています。この銀行建築を保存し、一部増改築を行うことに
よって、2022年完成を目標に、より良い作品保存環境と鑑賞環境を備えた美術館施設とすることを目指
しています。

エル・グレコ《受胎告知》

辣腕の実業家でありながら、志高き社会事業家として名を残した大原孫三郎。
本場フランスで認められ、将来を嘱望された洋画家・児島虎次郎。大原美術館
の礎となる美術品の収集は、今から100年前、「日本で洋画を学ぶ人々のため
に本物の名画を」という児島の願いに応えて、大原がその財を投じることにより
スタートしました。彼らの熱意と奮闘は、エル・グレコ《受胎告知》やクロード・モネ
《睡蓮》など希代のコレクションとして結実します。
大原美術館は、これらのコレクションを核として、1930（昭和5）年、白壁の町

として知られる岡山県倉敷市に誕生しました。西洋美術を収集・公開する美術館
としては日本初であり、我が国の文化史上特別な意義を持つ美術館です。

大原美術館の古代エジプト・西アジア美術品コレクション
については、以前からその重要性を指摘する声があがって
いましたが、残念ながら十分な学術調査が行われるに至らず、
長い間いわば日の目を見ない状態にありました。
このような状況を打開すべく、大原美術館では2010（平成
22）年より、外部専門家を招いて、約1,300点の総調査を実施
しています。調査はまだ途上ではありますが、個々の美術品
の重要性や、コレクション全体としての歴史的意義が次第に
明らかになりつつあります。また、これに呼応して独自の関心
から調査を実施する研究者も多く来館されています。今まさに
研究の輪が広がり、新たな展望が開けつつあります。

毎日新聞 2014年1月10日付（毎日新聞社）

本物の西洋絵画を日本の人々のために―
ひとりの日本人画家と異色の実業家。
彼らが抱いた夢から、大原美術館は生まれました。

大原美術館の
古代エジプト・西アジア美術品コレクションには、
多くの可能性が秘められています。

児島と大原が収集したのは、西洋絵画だけではありません。
彼らは、ヨーロッパ文化の源泉ともいえる古代エジプト・西アジア
の古美術も精力的に収集し、我が国にもたらしました。
これらの美術品は1923（大正12）年に早くも一般公開され、
1930（昭和5）年以降は大原美術館で常設展示されます。さらに
戦後、考古学者水野清一氏の協力により先史イランなどの資料
が追加収集され、西アジア文化のあゆみをより広く知ることができる
コレクションヘと成長を遂げました。

児島虎次郎、エジプトにて

大原美術館には
古代エジプト・西アジアの豊かな文化が生んだ

美術品のコレクションがあります。

児島虎次郎の絵画と、古代エジプト・西アジア美術品のために、
百年愛された銀行建築を再生して、新たな展示・収蔵施設をつくります。
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